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―・―・―・―・―・―・―・  ゆ う や け  ・―・―・―・―・―・―・―
★赤バス協議(1 頁)が〝百姓一揆〟なら、防

災論議(6 頁)は〝交響楽〟か。片や交通弱者

の命綱の存続めざして市の城壁へ想いをぶつ

ける区民と、地域の窮状に理解を示しながら

も既定方針を死守する役所との峻烈な攻防。

片や港区にふさわしい防災計画づくりへ百家

争鳴の提言を奏でる区民と、それらを入念な

準備と即妙の対応で調律する役所とのアンサ

ンブル。そのどちらもが｢よりよい港区｣とい

う頂上へ繋がる確かな登山道であると感じま

した。硬いテーマの記事ですが、ぜひ読んで、

率直な感想を聴かせて頂ければ幸いです。 

★障害者が安心して社会活動に参加できるよ

う求め続ける重度障害者Ｍさん(10頁)。その

日常に僅かなりとも触れることで、普通に動

き、喋り、食べられる生活がいかにありがた

いかを改めて感じました。財界に優しく市民

に冷たい｢改革｣ばかりを連発する五体満足の

市長はん、いっぺんＭさんに会うてみなはれ! 

★｢さんま祭り｣(18 頁)での老人パワー、｢ピ

ースライブ｣(29 頁)での若者パワーは感動も

のでした。前者では濛々たる煙の中から被災

地への想いが、後者では朗々たる歌声の中か

ら平和への想いが伝わり、荒涼と退廃へ向か

う世相の中で、人の世に熱と希望を感じさせ

てくれたからです。港の老若パワーに敬礼！ 

http://osaka-minatonews.sakura.ne.jp/
mailto:yamaemi@bridge.ocn.ne.jp

